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ＪＲ東日本秋田支社 

秋田駅西口駐車場の建替えについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 計画概要 

  建 設 地 ： 秋田市中通七丁目１番 2号 

  延床面積 ： 駐車場棟 6,890 ㎡ （4 層 5 段） 

店舗棟   515 ㎡ （2階建て） 

  事 業 主 ： 東日本旅客鉄道㈱ 秋田支社 

秋田ステーションビル㈱ 

設  計 :  東日本旅客鉄道㈱ 東北工事事務所 

㈱ジェイアール東日本建築設計事務所 
 
２ 計画の考え方 

・ 利便性の高い駅直結の西口駐車場を増強し、駅へのアクセス性の向上を図ります。 

（駐車台数 現在 109 台 ⇒ 計画 約 270 台） 

・ 現在は駅から離れた場所にある駅レンタカーを１階に併設し、２次交通の強化を図り

ます。 

・ 自由通路に面して新たな店舗を設置し、賑わいを連続させます。 

・ 県都の玄関口として相応しい外観及び自由通路に面したファサードとします。 
 

３ 工事期間 

  2016 年７月以降 着工 

2017 年春    使用開始（予定） 
 

４ その他 

・ 建物の全体運営者は、 秋田ステーションビル㈱を予定しています。 

・ 駅レンタカーの事業者は、ジェイアール東日本レンタリース㈱を予定しています。 

※ 店舗の詳細については、未定のため、決定後、改めてお知らせします。 

 

 

  

ＪＲ秋田支社では、昨年９月に秋田県、秋田市と「地方創生に向けたコンパクトな

まちづくりに関する連携協定」を締結し、秋田駅周辺の活性化に向けた取組みを推進

しています。この度、秋田駅直結の西口駐車場（現トピコ・アルス第 1駐車場）につ

いて、駅へのアクセス性の向上、駅からの２次交通のサービス拡充等、交通の結節点

としての機能を強化するため、駐車台数を大幅に増やした施設に建替えます。また、

自由通路に面して、駅利用者が集い、賑わい創出に寄与する新たな店舗を開設すると

ともに、県都の玄関口に相応しいファサードとします。 

本施設は、７月以降に着工し、来年４月にスタートする大型観光キャンペーン（秋

田県と当社の共催）にあわせた開業を目指します。 

計画地 



 

 

外観及び自由通路に面した駐車場出入口（イメージ） 

 

【県都の玄関口に相応しい顔づくり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【秋田杉を活かした自由通路のファサード】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 計画中のため変更する場合があります。 

別 紙 


